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 ・・・児童・生徒の命を預かっている学校の校長、副校長、担任、養

護教諭、栄養士はじめ全教職員は、食物アレルギーに限らず病気や障害

のある児童・生徒一人ひとりの状況を把握し、緊急時の対応をどのよう

に行えばよいかといった研修による知識の習得は勿論、日常の訓練も行

いながら常に危機管理意識と緊張感を持つ必要がある。そして、そのた

めの努力を惜しんではならない。 

 

 今回の事故は、女の子が担任に気分が悪いと訴えてからの１４分間に

おける対応が、生死の分かれ目になっている。わずかな時間の中で多く

の者が夢中になって駆けずり回りながら、無我夢中で出来る限りをつく

している。ある者は２階から３階へ、ある者は２階から１階へ、さらに

１階から３階へ、人を呼びに行ったりＡＥＤを取りに行くなどの対応に

追われた。しかし、一人の女の子の命を守れなかった。これは事実であ

る。 
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ⅠⅠⅠⅠ    アレルギーとはアレルギーとはアレルギーとはアレルギーとは    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主なアレルギー＞＜主なアレルギー＞＜主なアレルギー＞＜主なアレルギー＞   

○ぜん息（気管支ぜん息） 

  ぜん息は、気道の慢性的な炎症により、発作性にせきやぜん鳴（ゼーゼー、ヒュー

ヒュー）を伴う呼吸困難を繰り返す疾患です。 

  症状は軽いせきからぜん鳴（ゼーゼー、ヒューヒュー）そして、呼吸困難（陥没呼

吸、肩呼吸など）と多彩で、重症な発作の場合は死に至ることもあります。 

 

○アトピー性皮膚炎 

  アトピー性皮膚炎は、かゆみのある湿疹が顔や関節などに多く現れ、長く続く病気

です。 

  皮膚炎は、顔、首、肘の内側、膝の裏側などによく現れますが、ひどくなると全身

に広がります。軽症では、皮膚ががさがさ乾燥していることが多く、悪化するとジュ

クジュクしたり、硬く厚くなったりします。かゆみを生じるとともに、良くなったり

悪くなったりすることを繰り返しますが、適切な治療によって症状のコントロールは

可能で、他の児童生徒と同じような学校生活を送ることができます。 

 

○アレルギー性結膜炎 

  アレルギー性結膜炎は、目に飛び込んだアレルゲンに対するアレルギー反応によっ

て起きる疾患です。重症度や臨床所見が異なるいくつかのタイプがあり、医学的には

アレルギー性結膜疾患と総称されます。 

  主な症状は、目のかゆみ、異物感、充血、なみだ目、眼脂（めやに）です。春季カ

タルなど重症例で角膜障害を伴うと、眼痛、視力低下を伴います。 

 

○アレルギー性鼻炎 

  アレルギー性鼻炎は、鼻に入ってくるアレルゲンに対しアレルギー反応を起こし、

発作性で反復性のくしゃみ、鼻水、鼻づまりなどの症状を引き起こす疾患です。 

  ときに、目のかゆみ（アレルギー性結膜炎）も伴います。 

 アレルギーとは、本来人間の体にとって有益な反応である免疫反応が、逆に

体にとって好ましくない反応を引き起こすときに用いられる言葉です。 

 アレルギーには、気管支ぜん息（以下、ぜん息）、アトピー性皮膚炎、アレ

ルギー性結膜炎、アレルギー性鼻炎、食物アレルギー、アナフィラキシーなど

の疾患や反応があります。 

 特に、ぜん息や食物アレルギーが原因となって起こるアナフィラキシーは、

場合によっては生命に関わることがあるため、学校において迅速な対応が求め

られます。 
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○食物アレルギー 

  一般的には特定の食物を摂取することによって、皮膚・呼吸器・消化器あるいは全

身性に生じるアレルギー反応のことをいいます。症状は多岐にわたり、じんましんの

ような軽い症状からアナフィラキシーショックのような命にかかわる重い症状まで

様々です。 

 

 食物アレルギーの病型 

 １ 即時型 

   食物アレルギーの児童生徒のほとんどはこの病型に分類されます。原因物質を食 

べて２時間以内に症状が出現し、その症状はじんましんのような軽い症状から、生 

命の危険も伴うアナフィラキシーショックに進行するものまでさまざまです。 

 

 ２ 口腔アレルギー症候群 

   果物や野菜、木の実類に対するアレルギーに多い病型で、食後５分以内に口腔内 

（口の中）の症状（のどのかゆみ、ヒリヒリするイガイガする、腫れぼったいなど 

が出現します。多くは局所の症状だけで回復に向かいますが、５％程度で全身的な 

症状に進むことがあるため注意が必要です。 

 

 ３ 食物依存性運動誘発アナフィラキシー 

   運動と原因食物の組み合わせにより、はじめて症状が誘発されます。このため、 

運動前４時間以内は原因食物の摂取を避け、食べた場合は以後４時間の運動を避け 

る必要があります。運動をする予定があれば、原因食物を４時間以内に摂取しない 

ようにし、逆に原因食物を食べる場合には食べてから４時間は運動しなければ問題 

ありません。 

 

○運動誘発アナフィラキシー 

  運動で誘発されるアナフィラキシー症状ですが、症状を引き起こす運動の強さは

個々で異なり、体調など種々の要因も影響します。出現する症状は、他の原因による

アナフィラキシーと違いはありません。 

 

○アナフィラキシー 

  アレルギー反応により、じんましんなどの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、

ゼーゼー、呼吸困難などの呼吸器症状が、複数同時にかつ急激に出現した状態をアナ

フィラキシーと言います。その中でも、血圧が低下して意識の低下や脱力を来す様な

場合を、特にアナフィラキシーショックと呼び、直ちに対応しないと生命にかかわる

重篤な状態です。皮膚が赤くなったり、息苦しくなったり、激しい嘔吐などの症状が

複数同時にかつ急激にみられますが、もっとも注意すべき症状は、血圧が下がり意識

の低下がみられるなどのアナフィラキシーショックの状態です。 
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ⅡⅡⅡⅡ    校内での支援体制に校内での支援体制に校内での支援体制に校内での支援体制についてついてついてついて 

１ アレルギー疾患の特徴を踏まえた取り組み 

学校がアレルギー疾患への取り組みを行うにあたっては、個々の疾患の特徴を知

り、それを踏まえたものであることが重要です。 

  また、アレルギー疾患のもう一つの特徴として、同じ疾患の児童生徒であっても

個々の児童生徒で症状が大きく異なるということがあります。その違いは、疾患の

病型や原因、重症度として表されます。 

  さらに、疾患によっては、その症状の変化がとても速いことも特徴です。例えば、

気管支ぜん息では、発作のなかった児童生徒が、運動をきっかけに急に発作を起こ

すことがしばしば経験されます。食物アレルギーでも、原因食物の摂取後、症状が

急速に進行することがまれではありません。このように、気管支ぜん息や食物アレ

ルギー・アナフィラキシーの症状は急速に悪化しうるものですので、そのことを理

解し日頃から緊急時の対応への準備をしておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「学校生活管理指導表学校生活管理指導表学校生活管理指導表学校生活管理指導表((((アレルギー疾患用アレルギー疾患用アレルギー疾患用アレルギー疾患用))))」(以下､管理指導表管理指導表管理指導表管理指導表)の活用〔様式１〕 

  管理指導表は、原則として学校における配慮や管理が必要だと思われる場合に使

用されるものであり、次のように活用されることを想定して作成されます。 

（１）学校・教育委員会は、アレルギー疾患のある児童生徒を把握し、学校での取り

組みを希望する保護者に対して、管理指導表の提出を求める。 

（２）保護者は、学校の求めに応じ､主治医・学校医に記載してもらい､学校に提出す

る。 

（３）学校は、管理指導表に基づき、保護者と協議し取り組みを実施する。 

（４）主なアレルギー疾患が１枚（表・裏）に記載できるようになっており、原則と

して一人の児童生徒について１枚提出を求める。 

（５）学校は提出された管理指導表を、個人情報の取り扱いに留意するとともに、緊

急時に教職員誰もが閲覧できる状態で一括して管理する。 

（６）管理指導表は症状等に変化がない場合であっても、配慮や管理が必要な間は、

少なくとも毎年提出を求める。記載する医師には、病状・治療内容や学校生活上

の配慮事柄などの指示が変化しうる場合、向こう１年間を通じて考えられる内容

を記載してもらう。（大きな病状の変化があった場合はこの限りではない。） 

（７）食物アレルギーの児童生徒に対する給食での取り組みなど必要な場合には、保

護者に対しさらに詳細な情報の提出を求め、総合して活用する。 

 アレルギー疾患に対する取アレルギー疾患に対する取アレルギー疾患に対する取アレルギー疾患に対する取りりりり組組組組みみみみのポイントのポイントのポイントのポイント    

◎ 各疾患の特徴をよく知ること    

◎ 個々の児童生徒の症状等の特徴を把握すること    

 ◎ 症状が急速に変化しうることを理解し、日頃から緊急時の対応への準備を行っておくこと 

 ◎ 過去にアレルギー疾患の症状がない児童生徒でも、新たに発症することがあることに留意

すること 
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ⅢⅢⅢⅢ    アレルギー対応委員会の設置アレルギー対応委員会の設置アレルギー対応委員会の設置アレルギー対応委員会の設置    

１ 取り組みのながれ（小学校入学を契機とした場合） 

 

２ 「個別の取り組みプラン」とは 〔様式２（Ｐ．３３）、様式３（Ｐ．３４）〕 

個々の児童生徒に対して必要な取り組みを学校の実状に即して行うために、学校

が立案し保護者と協議し決定するもので、以下の内容が含まれるものと考えられま

す。 

 （１）アレルギー疾患のある児童生徒への取り組みに対する学校の考え方 

 （２）取り組みのながれ 

 （３）緊急時の対応体制 

 （４）個人情報の管理及び教職員の役割分担 

 （５）具体的取り組み内容（個々の児童生徒で異なる内容） 

   上記の（１）～（４）は学校ごとに決定される内容、（５）は管理指導表に基づ

き個々の児童生徒ごとに作成される内容です。「取り組みプラン」は各学校の実状

に合わせて作成してください。 

 

３ 「アレルギー対応委員会」とは 

 （１）設置の趣旨・委員構成 

校長を責任者とし、関係者で組織するアレルギー対応委員会を校内に設置します。

委員会では、校内の児童生徒のアレルギーに関する情報を集約し様々な対応を協議、

決定します。また、校内危機管理体制を構築し、各関係機関と連携や具体的な対応

訓練、校内外の研修の企画、実施、参加を促します。 

段階 具体的内容 実施時期 

１ 
アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童の把握アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童の把握アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童の把握アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童の把握     

 

 

 

就学時健診か

ら入学までの

間・４月 

※保健調査等による把握 

２ 対象となる児童の保護者への管理指導表の配布対象となる児童の保護者への管理指導表の配布対象となる児童の保護者への管理指導表の配布対象となる児童の保護者への管理指導表の配布    

 

３ 

管理指導表に基づく校内での管理指導表に基づく校内での管理指導表に基づく校内での管理指導表に基づく校内での取り組みの検討・具体的な準備取り組みの検討・具体的な準備取り組みの検討・具体的な準備取り組みの検討・具体的な準備    

※「アレルギー対応委員会」にて、学校としての取り組みを

検討し、「個別の取り組みプラン（案）」を作成する。 

 

４ 

保護者との面談保護者との面談保護者との面談保護者との面談    

※「個別の取り組みプラン（案）」について保護者と協議し、

「個別の取り組みプラン」を決定する。 

５ 
校内「アレルギー対応委員会」における教職員の共通理解校内「アレルギー対応委員会」における教職員の共通理解校内「アレルギー対応委員会」における教職員の共通理解校内「アレルギー対応委員会」における教職員の共通理解    

※教職員全員が「個別の取り組みプラン」の内容を理解する。 

６ 
校内「アレルギー対応委員会」における中間報告校内「アレルギー対応委員会」における中間報告校内「アレルギー対応委員会」における中間報告校内「アレルギー対応委員会」における中間報告    ８月～１２月 

※必要に応じて「個別の取り組みプラン」を修正する。 

７ 来年度に活用する管理指導表の配布等来年度に活用する管理指導表の配布等来年度に活用する管理指導表の配布等来年度に活用する管理指導表の配布等    ２月～３月 
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  （２）委員構成例と主たる役割例 

    ◎委員長 校  長（役割：対応の総括責任者） 

    ○委 員 教  頭（役割：校長の補佐、指示伝達、外部対応） 

         教務主任（役割：教頭の補佐、校内連絡、指示伝達、外部対応） 

         養護教諭（役割：実態把握、主治医や学校医と連携、事故防止） 

         栄養教諭・学校栄養職員 

（役割：給食調理、運営の安全管理、事故防止） 

         保健主事（役割：教務主任、養護教諭、栄養教諭等の補佐） 

         給食主任（役割：栄養教諭等の補佐、各学級における給食時間の共通指導徹底） 

          関係学級担任・学年主任 

              （役割：安全な給食運営、保護者連携、事故防止） 

 

  （３）各種報告等 

①「消防機関への「緊急時の連携について」」〔様式４（Ｐ．３５）〕 

平成２６年度に文書で通知しておりますので、随時、〔様式４〕にて消防

機関との連絡をとってください。 

②「学校でのアレルギー疾患対応事例に関する報告」〔様式５（Ｐ．３６）〕 

「学校給食における食物アレルギー対応ヒヤリハット事例報告」〔様式６

（Ｐ．３７）〕 

上記については、毎年度、健康体育課から依頼しますので、その都度御回

答ください。（関連ページ Ｐ．１８「⑤ すべての事故及びヒヤリハット事

例の情報収集とフィードバック」、Ｐ．２５「４ 事故及びヒヤリハット事

例の報告」） 

 

  DVD「学校におけるアレルギー疾患対応資料」より 
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ⅣⅣⅣⅣ    緊急時対応について緊急時対応について緊急時対応について緊急時対応について    

  アレルギー疾患には、ぜん息や食物アレルギー・アナフィラキシーのように緊急の

対応を要する疾患があります。教職員の誰が発見者になった場合でも、速やかに適切

な対応ができるよう準備しておく必要があります。 

ここでは、食物アレルギーを想定食物アレルギーを想定食物アレルギーを想定食物アレルギーを想定したしたしたした緊急時の対応緊急時の対応緊急時の対応緊急時の対応マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルを示します。 

 

＜「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」の利用についての留意事項＞ 

  ○幼稚園・学校では、「アレルギー対応委員会」を設置してください。 

  ○本マニュアルを使用して、教職員の校内研修を行ってください。 

  ○緊急対応が必要になる可能性がある人を把握し、「生活管理指導表」や「個別の

取り組みプラン」を確認するとともに、保護者や主治医からの情報等を教職員全

員で共有してください。 

  ○緊急時に適切に対応できるよう、本マニュアルを活用して教職員の役割分担や運

用方法を決めておいてください。 

  ○緊急時にエピペン○R、内服薬が確実に使用できるように、管理方法を決めてくだ

さい。 

  ○「症状チェックシート」は複数枚用意して、症状を観察する時の記録用紙として

使用してください。 

  ○エピペン○Rや内服薬を処方されていない（持参していない）人への対応が必要な

場合も、基本的には「アレルギー症状への対応の手順」に従って判断してくださ

い。その場合、「エピペン○R 使用」や「内服薬を飲ませる」の項は飛ばして、次

の項に進んで判断してください。 

 

＜緊急対応時に想定される場面＞ 
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○○市町村○町○○市町村○町○○市町村○町○○市町村○町

○丁目○番○号○丁目○番○号○丁目○番○号○丁目○番○号    

○○小学校です。○○小学校です。○○小学校です。○○小学校です。    

２年生の児童が２年生の児童が２年生の児童が２年生の児童が    
給食を食べたあと、給食を食べたあと、給食を食べたあと、給食を食べたあと、    
呼吸が苦しいと呼吸が苦しいと呼吸が苦しいと呼吸が苦しいと    

言っています。言っています。言っています。言っています。    
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P.６～P.１３ 「Ⅳ 緊急時対応について」は、東京都の許諾を得て、東京都健康安全研究センター発行

の「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」を掲載しています（一部改変）。 

【承認番号 ２７健研健第１３７５号】 



14 

 

ⅤⅤⅤⅤ    校内研修について校内研修について校内研修について校内研修について    

        校内研修の実施にあたっては、自校の「アレルギー対応委員会」にて企画・立案し、

毎年、学校保健計画に載せて計画的に実施してください。 

        また、実施にあたっては、以下の資料を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学校のアレルギー疾患に対する 

取り組みガイドライン 

 （平成２０年３月：（公財）日本学校保健会） 

 

②学校給食における 

食物アレルギー対応指針 

   （平成２７年３月：文部科学省） 

 

③学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン要約版 

（平成２７年２月：文部科学省・（公財）日本学校保健会） 

④DVD 

「学校におけるアレルギー疾患対応資料」 

（平成２７年３月：文部科学省・（公財）日本学校保健会） 

 

⑤エピペントレーナー 

（平成２７年３月：文部科学省から配布） 
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DVDDVDDVDDVD「学校におけるアレルギー疾患対応資料」（文部科学省・「学校におけるアレルギー疾患対応資料」（文部科学省・「学校におけるアレルギー疾患対応資料」（文部科学省・「学校におけるアレルギー疾患対応資料」（文部科学省・（公財）（公財）（公財）（公財）日本学校保健会）日本学校保健会）日本学校保健会）日本学校保健会）    

をををを活用し活用し活用し活用した校内研修の進め方た校内研修の進め方た校内研修の進め方た校内研修の進め方〔同〔同〔同〔同 DVDDVDDVDDVD のののの PDFPDFPDFPDF ファイル資料１より抜粋〕ファイル資料１より抜粋〕ファイル資料１より抜粋〕ファイル資料１より抜粋〕    

    

 １ 作成の目的 

   学校は、児童生徒の健やかな成長と自己実現を目指す場であり、安心で安全な環

境であることが必要です。 

   しかし、平成２４年１２月に東京都調布市で、学校給食後に食物アレルギーによ

るアナフィラキシーショックの疑いにより児童が亡くなるという非常に痛ましい

事故が発生しており、学校給食等における食物アレルギー対応は、学校における重

要な課題となっています。 

   このような状況を踏まえ、校内研修や職員会議等で活用できる教職員向けの資料

を作成しました。本資料を活用して、いざというとき、迅速に動けるように、教職

員はまず正しい知識と適切な対応を身に付けてください。 

 

 ２ 資料の構成 

   この資料は、以下の項目で構成されています。 

   ①映像 

      

 

 

 

   ②研修資料（ナレーション付き） 

    

 

 

 

   ③PDF資料 

      

 

 

 

 

 ３ 資料の活用のしかた 

   この資料は、「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」の内容を

すべての教職員が理解できるように作成したものです。本資料①～③を活用し、校

内研修を行うことで、正しい知識と適切な対応法を身に付けることができるように

なっています。 

    

１ エピペン○R の正しい使い方 

２ 救急要請のポイント 

３ ミニドラマ：適切に対応できなかった例 

４ ミニドラマ：適切に対応できなかった例（ふり返り用） 

１ 学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な考え方 

２ 食物アレルギーに関する基礎知識 

３ 学校生活上の留意点 

４ 緊急時の対応 

１ DVD資料を活用した研修の進め方 

２ 研修資料（１～４） 

３ ガイドライン要約版 

４ 学校給食における食物アレルギー対応指針 
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研修例１研修例１研修例１研修例１    「学校におけるアレルギー疾患対応について」「学校におけるアレルギー疾患対応について」「学校におけるアレルギー疾患対応について」「学校におけるアレルギー疾患対応について」        

研修時間 ２時間（目安） 

ねらい 
学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な考え方を理解するとと

もに、緊急時の対応ができるようにする。 

Ⅰ 研修資料１～４と映像資料１・２の視聴（約５０分） 

 

 

視 聴 

○研修資料１：「学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な考え方」 

○研修資料２：「食物アレルギーに関する基礎知識」 

○研修資料３：「学校生活上の留意点」 

○研修資料４：「緊急時の対応」 

○映像１：「エピペン○R の正しい使い方」 

○映像２：「救急要請のポイント」 

Ⅱ 映像３の視聴（約５分）と話し合い 

 

視 聴 

話し合い 

○映像３：「ミニドラマ：適切に対応できなかった例」 

     参加者は、視聴しながら適切に対応できていない箇所や改善点等

をメモする。 

※視聴後、メモをもとに不適切な箇所や改善策について話し合う。 

Ⅲ 映像４の視聴（約１１分）とふり返り 

視 聴 

確 認 

○映像４：「ミニドラマ：適切に対応できなかった例（ふり返り用）」 

     ふり返りながら注意すべきポイントを確認する。 

※必要な場合は、研修資料４：緊急時の対応を視聴する。 

Ⅳ 「緊急時の対応」、「（食物）アレルギー緊急対応マニュアル」の確認と改善点を検討 

 

確 認 

検 討 

 

○自校の「緊急時の対応」、「（食物）アレルギー緊急対応マニュアル」を確認

し、改善点を検討する。 

※ぜん息発作時の対応について確認する必要がある場合は、「学校のアレルギ

ー疾患に対する取り組みガイドライン」（P２１～３６）を参考にする。 

 
研修例２研修例２研修例２研修例２    「学校での食物アレルギー対応の留意点について」「学校での食物アレルギー対応の留意点について」「学校での食物アレルギー対応の留意点について」「学校での食物アレルギー対応の留意点について」        

研修時間 １時間（目安） 

ねらい 
自校の食物アレルギー対応の留意点を確認し、適切に対応できるよ

うにする。 

Ⅰ 研修資料３の視聴（約１０分） 

 

 

視 聴 

○研修資料３：「学校生活上の留意点」 

○資料 

「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」（公財）日本学校保健会 

「学校給食における食物アレルギー対応指針」文部科学省 

※必要な場合は、研修資料１：「学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な

考え方」研修資料２：「食物アレルギーに関する基礎知識」を視聴する。 

Ⅱ 学校給食提供に関する留意点の確認 

確 認 
○全体で学校給食提供に関する具体的な対策について、配慮や管理が必要な

児童生徒の状況と合わせて確認する。 

Ⅲ 学校給食以外の活動に関する留意点の確認 

 

確 認 

 

○学年部、教科部ごとに、学校給食以外の活動（食物・食材を扱う授業・活動、 

体育・部活動などの運動、宿泊を伴う校外活動など）における留意点を確認

する。 
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研修例３研修例３研修例３研修例３    「食物アレルギーの緊急時対応について（例１）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例１）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例１）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例１）」    

研修時間 １時間（目安） 

ねらい 食物アレルギーの緊急時の対応ができるようにする。 

Ⅰ 研修資料４の視聴（約７分） 

 

視 聴 

○研修資料４：緊急時の対応 

※必要な場合は、研修資料１：「学校におけるアレルギー疾患対応の基本的な

考え方」研修資料２：「食物アレルギーに関する基礎知識」を視聴する。 

Ⅱ 緊急時の対応と役割分担等の確認 

確 認 

検討周知 

○自校の「（食物）アレルギー緊急時対応マニュアル」の対応の流れと各自の

役割分担、分担業務等を確認する。 

○課題等があった場合は、改善策を検討し、全教職員に知らせる。 

Ⅲ 映像１・２の視聴（約７分） 

視 聴 
○映像１：エピペン○R の正しい使い方 

○映像２：救急要請のポイント 

Ⅳ 緊急時対応訓練 

 

訓 練 

○実際に緊急時の対応をシミュレーションする。 

・エピペントレーナーを使った、正しいエピペンの使い方の演習 

・救急車要請の電話のかけ方、保護者への連絡の仕方の演習 

 

研修例４研修例４研修例４研修例４    「食物アレルギーの緊急時対応について（例２）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例２）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例２）」「食物アレルギーの緊急時対応について（例２）」    

研修時間 １時間（目安） 

ねらい 食物アレルギーの緊急時の対応ができるようにする。 

Ⅰ 映像３の視聴（約５分）と話し合い 

 

視 聴 

話し合い 

○映像３：「ミニドラマ：適切に対応できなかった例」 

 参加者は、視聴しながら適切に対応できていない箇所や改善点等をメモす

る。 

○メモをもとに不適切な箇所や改善策について話し合う。 

Ⅱ 映像４の視聴（約１１分）とふり返り 

 

視 聴 

確 認 

○映像４：「ミニドラマ：適切に対応できなかった例（ふり返り用）」 

 ふり返りながら注意すべきポイントを確認する。 

※必要な場合は、研修資料４：「緊急時の対応」、映像１：「エピペン○R の正し

い使い方」、映像２：「救急要請のポイント」を確認する。 

Ⅲ 緊急時の対応と役割分担等の確認 

確 認 

検 討 

○自校の「（食物）アレルギー緊急対応マニュアル」の対応のながれと各自の

役割分担、分担業務等を確認する。 

○課題等があった場合は、改善策を検討する。 
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ⅥⅥⅥⅥ    市町村教育委員会の対応市町村教育委員会の対応市町村教育委員会の対応市町村教育委員会の対応についてについてについてについて    

 １１１１ 学校におけるアレルギー対応（食物アレルギーを含む）に関する委員会の設置学校におけるアレルギー対応（食物アレルギーを含む）に関する委員会の設置学校におけるアレルギー対応（食物アレルギーを含む）に関する委員会の設置学校におけるアレルギー対応（食物アレルギーを含む）に関する委員会の設置

と基本方針の策定と基本方針の策定と基本方針の策定と基本方針の策定 

ガイドラインや学校生活管理指導表の活用推進とともに、管内の学校や調理場等 

の施設設備や人員配置を踏まえ、具体的な対応について、医療機関との連携のもと、

学校におけるアレルギー対応（食物アレルギーを含む）に関する委員会を組織し、 

一定の方針を示し、学校を支援することが必要です。 

   なお、基本方針の策定に当たっては、県教育委員会の策定する方針を踏まえると 

ともに、具体的な取り組みを進めていく際も、県教育委員会と十分に連携しながら 

進めていくことが重要です。 

 

２２２２ 医療機関（医師会）及び消防機関医療機関（医師会）及び消防機関医療機関（医師会）及び消防機関医療機関（医師会）及び消防機関等等等等との連携体制との連携体制との連携体制との連携体制 

   市町村内における医療機関や医師会、消防機関、関係機関等との連携の主体とな 

り、連携体制を整えます。 

 関係機関とガイドラインや学校生活管理指導表の運用について共通理解を図り、 

定期的に協議の場を設け、学校医や主治医の指導助言を受けます。また緊急時対応 

充実のため、エピペンⓇを所持等している児童生徒の情報を、学校単位で把握し、市 

町村教育委員会が消防機関と連携を図ります。 

 

３３３３ 研修会の実施及び研修機会の確保研修会の実施及び研修機会の確保研修会の実施及び研修機会の確保研修会の実施及び研修機会の確保 

研修会は、一定の質を保ちつつ、教育委員会等の職員や全教職員が継続的に学ぶ

機会を持つことが大切です。 

   また、校内研修の実施を進め、研修の受講機会や時間確保について、管理者に働

きかけることも必要です。 

 特にエピペンⓇの取扱い等、実践的演習を取り入れた研修が勧められます。 

 

４４４４ 食物アレ食物アレ食物アレ食物アレルギー対応の充実のための環境整備及び支援ルギー対応の充実のための環境整備及び支援ルギー対応の充実のための環境整備及び支援ルギー対応の充実のための環境整備及び支援 

   原因食物の混入防止対策の一環として、適切な調理場の施設設備（アレルギー専

用調理室や専用調理コーナー、スペースの確保）及び調理機器・器具等の整備、必

要な人員の配置等が求められます。 

   また、特に共同調理場においては、対応を行う各受配校と密接に連携し、安全・

安心な給食提供のために必要な措置を講ずることはもちろん、栄養教諭等が各校に

おいて十分に職責を果たせるよう、配慮をすることも必要です。 

1 1 1 1     

５５５５ すべての事故及びヒヤリハット事例の情報収集とフィードバックすべての事故及びヒヤリハット事例の情報収集とフィードバックすべての事故及びヒヤリハット事例の情報収集とフィードバックすべての事故及びヒヤリハット事例の情報収集とフィードバック 

  各学校に対し、すべての事故及びヒヤリハット事例について、その詳細と改善策

の報告を求めます。集約した情報は学校へフィードバックし、所管内で共有するこ

とで、事故防止の徹底に努めます。 
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６６６６ 専門的な専門的な専門的な専門的な相談相談相談相談がががができる体制の構築できる体制の構築できる体制の構築できる体制の構築 

  保護者に対して、専門医療機関や、アレルギー対応（食物アレルギーを含む）に

関する情報を提供します。必要に応じて不安を解消するケアを行うことや除去食で

不足する栄養素等についてなど、家庭で適切な生活が送れるように、サポートする

ことも重要です。 

 

 

 

DVD「学校におけるアレルギー疾患対応資料」より 
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ⅦⅦⅦⅦ    学校給食に学校給食に学校給食に学校給食についてついてついてついて    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

１ 学校給食における食物アレルギー対応の考え方 

（目標）アレルギーを有する児童生徒においても、他の児童生徒と同様に給食時

間を安全に、かつ楽しんで過ごすことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

（１）食物アレルギーを有する児童生徒にも給食を提供する 

    

    

    

    

    

（原則） 

●食物アレルギーを有する児童生徒にも給食を提供する。そのためにも安

全性を最優先とする。 

 ●アレルギー対応委員会により組織的に行う。 

 ●「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」に基づき、医

師の診断による「学校生活管理指導表」の提出を必須とする。 

 ●安全性確保のため、原因食物の完全除去対応（提供するかしないか）を

原則とする。  

 ●学校及び調理場の施設設備、人員等を鑑み、無理な（過度に複雑な）対

応は行わない。 

 ●市町村教育委員会は、食物アレルギー対応について一定の方針を示すと

ともに、各学校の取り組みを支援する。 

◎児童生徒が学校生活を安全にかつ楽しんで過ごせるために 

・安心・安全な給食の提供 

・食物アレルギーを有する児童生徒の視点に立った対応 

・すべての教職員が食物アレルギーやアナフィラキシーを正しく理解する 

 学校給食は、適切な栄養をとる手段であるばかりでなく、児童生徒が食

の大切さや食事の楽しさを理解するための教材としての役割も担っていま

す。このことは食物アレルギーのある児童生徒にとっても変わりはありま

せん。 

 学校給食が原因となるアレルギー症状を発症させないことを前提とし

て、各学校、調理場の能力や環境に応じて食物アレルギーを有する児童生

徒の視点に立ったアレルギー対応給食を提供することを目指して、学校給

食における食物アレルギー対応を推進することが望まれます。 
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食物アレルギーを有する児童生徒であっても、他の児童生徒と同じように給

食時間や学校生活を過ごせるようにします。 

学校給食の提供にあたっては、安心・安全の確保に努めることが最優先です。

そのためには、食物アレルギーを有する児童生徒の視点に立って対応するとと

もに、食物アレルギーやアナフィラキシーについて正しく理解し、リスク管理

や緊急時対応の備えなどを行うことが求められます。  

 

（２）組織で対応し、学校全体で取り組む 

    

    

    

    

    

学校給食の食物アレルギー対応は、個人の努力や良心に任されるものではな

く、組織で対応するものです。校長はアレルギー対応委員会を組織し、自ら委

員長となります。委員会では、ガイドラインに基づき、校内における食物アレ

ルギーの様々な調整、連携、管理、決定、周知を行います。 

    なお、食物アレルギーは既往症のある児童生徒のみが発症するとは限らず、

学校給食で初めて食した物に反応する事例も少なからずあります。また、転校

等で新たに食物アレルギーを有する児童生徒が転入してくることもあります。

このため、現在、食物アレルギーを有する児童生徒がいない学校にあっても体

制整備を行う必要があります。 

    アレルギー対応委員会の設置等については、文部科学省「学校給食における

食物アレルギー対応指針」Ｐ．１２～１７を参照してください。 

 

（３）学校生活管理指導表とガイドラインに基づいた対応 

    

    

    

    

    

学校におけるアレルギー対応は、（公財）日本学校保健会「学校のアレルギー

疾患に対する取り組みガイドライン」による対応を基本とします。学校での対

応を求める児童生徒については、医師の診断による学校生活管理指導表（アレ

ルギー疾患用）の提出を必ず求めます。これを必須とすることで、対応の必要

な児童生徒が限定され、効率的で適切な対応を実現します。 

 

 

◎適切な食物アレルギー対応ができる土台を作る 

・組織の整備 

・各教職員の役割を明確にして、当事者意識を高める 

・校内の食物アレルギーに関する調整、管理、決定等を行う 

◎効率的で適切な給食提供のために 

・ガイドラインによる対応を基本とする 

・学校生活管理指導表の提出を必須とし、対象者を限定する  

・対象者を限定することで、安心・安全な給食を実現する 
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（４）連携（保護者、学校間、主治医、医師会、消防機関） 

    

    

    

    

    

    

保  護  者：個別面談で家庭における食生活の状況など詳細な情報を収 

集し、具体的な対応内容について十分に相互理解を図るこ

とが必要です。 

主治医・医師会：学校生活管理指導表の提出は必須であり、主治医の的確な

診断や指示、指導等が必要です。これを実現するために、

医師会との連携が必要です。 

消 防 機 関：緊急時の対応に備え、消防機関に情報共有等（エピペン○R  

所持者等）の連携を推進することも重要です。 

    

（５）完全除去対応が基本 

    

    

    

    

    

学校給食における食物アレルギー対応で、最優先するべきことは“安全性”

です。“安全性”を確保するためには、給食調理や作業の単純化等の軽減が必須

です。 

    このため、学校生活管理指導表により対応者や対応食品を精選し、必要最小

限の除去とします。 

    また、個別対応はせず、事故防止の観点から原因食物の完全除去対応（二者

択一）をすることを基本とします。 

     学校給食において、食物アレルギーの原因食物に関連するものであっても症

状誘発の原因となりにくい調味料・だし・添加物等については、基本的に除去

する必要はありません。 

    これらについて対応が必要な児童生徒は、当該原因食物に対する重篤なアレ

ルギーがあることを意味するため、安全な給食提供は困難であり、弁当対応を

考慮します。 

                学校給食における安全性を最優先した献立の作成等については、文部科学省

「学校給食における食物アレルギー対応指針」Ｐ．１８～２２を参照してくだ

さい。 

◎安全な給食環境の実現のために 

・保護者からの情報収集と相互理解・情報共有 

・学校生活管理指導表運用のため、主治医・医師会との連携が必要 

・緊急時対応に備え、消防機関と連携が重要 

・進学・転学等の場合にも学校間で情報共有を図り、リスクを減らす 

◎誤食・誤配を防止するために 

・対応する児童生徒を減らす 

・対応する食品数を減らす 

・複雑・過剰な対応をしない 
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１ 最優先は“安全性” 

  学校給食で最優先されるべきは、“安全性”である。従来の、栄養価の充

足やおいしさ、彩り、そして保護者や児童生徒の希望は、安全性が十分に

確保される方法で検討します。 

２ 二者択一の給食提供 

  安全性の確保のため、従来の多段階の除去食や代替食提供は行わず、原

因食物を「提供するかしないかの二者択一」を原則的な対応とすることが

望ましいです。二者択一とは、牛乳アレルギーを例に以下のようになりま

す。 

  従来の多段階対応では、①完全除去、②少量可、③加工食品可、④牛乳

を利用した料理可、⑤飲用牛乳のみ停止など様々なレベルがあった。これ

に個々に対応すると、業務は複雑・煩雑となり、負担が増えるばかりか、

事故の温床にもなる。このため、「完全除去」か「他の児童生徒と同じよう

にすべての牛乳・乳製品を提供する」のどちらかで対応をする。多段階対  

応はしない。 

３ 二者択一した上での給食提供 

対応を二者択一した上で提供する給食には、代替食と除去食があります。

本来の学校給食における食物アレルギー対応の理想的な提供方法は代替食

です。しかし代替食は、除去食よりもきめ細かな対応が必要になるため、安

全性が担保できないときは除去食対応を選択します。 

① 除去食の場合、完全除去した献立に代替はしない。このためそれが中

心献立・食材だった場合、給食として成立しないため、一部弁当対応

となる。 

② 代替食の場合、完全除去した献立に代替する献立・食材を加える。た

だしアレルギー対応献立はできる限り最小限に集約して調理するよう

にし、原因食物ごとに別々の献立や調理方法を設定しない。最小限の

代替食を「提供するかしないかの二者択一」とするとよい。 

４ 弁当対応の際の留意点 

  弁当対応を行う場合、保護者とのコミュニケーションを密に図ることが

重要です。 

学級での指導状況や食物アレルギーを有する児童生徒の意向等を十分に

考慮した上で、具体的な対応を決定します。その際、双方にとって過度な負

担とならないように配慮するとともに、状況に応じて適宜対応を見直してい

くことも必要です。 

学校給食における食物アレ学校給食における食物アレ学校給食における食物アレ学校給食における食物アレルギー対応の原則的な考え方ルギー対応の原則的な考え方ルギー対応の原則的な考え方ルギー対応の原則的な考え方 
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＜対応食表示例＞ 

２ 給食提供における留意点 

（１）体制づくり 

① 食物アレルギー対応を行う児童生徒に関する情報を共有するとともに、共有

する方法や掲示場所等を事前に決定しておきます。 

② 食物アレルギー対応に使用する調理器具、食材等の管理について、ルールを

定め、混入を防ぎます。 

③ 作業の単純化、引継ぎによるエラーを防ぐため、対応食担当の調理員を区別

化します。十分な数の人員が配置できない場合でも、調理作業等を区別して行

えるようにします。 

④ アレルギー原因食物の混入を防ぐため、対応食調理作業場の区別化を検討し

ます。専用設備がない場合は、調理作業を区別して行えるようにします。 

⑤ 調理作業工程の確認作業の方法（確認者、ダブルチェック、声出し指差し確

認など）やタイミングを決め、確認するためのチェック表を作成します。 

 

（２）調理作業 

① 当日の実施献立や調理手順等について、事前に栄養教諭・学校栄養職員と調

理にかかわる全員で確認します。確認する際は、アレルギー対応作業も明記し

た調理指示書、作業工程表、作業動線図を参照しながら、綿密な打合せを行い

ます。 

                食物アレルギー対応の作業工程表・作業動線図の作成例は、Ｐ．２６、２７

の〔資料１－１〕及び〔資料１－２〕を御覧ください。 

② 食材の検収を確実に行うとともに、調理作業の区別化を意識して、作業を行

うなど、混入を防止します。 

③ 調理後にアレルギー原因食物の混入や取り 

違えがないように管理します。 

④ 決められたチェック箇所、タイミングで、 

決められた方法（ダブルチェック、声出し指 

差し等）で確認し、記録に残します。 

 

        給食提供にあたっての体制づくりや調理作業については、文部科学省「学校給食

における食物アレルギー対応指針」Ｐ．１８～２９を参照してください。    

            

３ 給食の時間における留意点 

  誤食防止のため、日々の給食の受け取り、内容確認、配膳、おかわり等のルール

を決定します。 

   給食の時間を含む教室での対応については、文部科学省「学校給食における食物 

アレルギー対応指針」Ｐ．３０、３１を参照してください。    

    

学年・組  ２年１組 

氏名    健康 育子 

献立名   中華スープ 

除去内容  卵抜き 
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４ 事故及びヒヤリハット事例の報告 

学校や調理場で起きたすべての事故及びヒヤリハット事例は、アレルギー対応委 

員会に報告し、定期的に施設ごとに対応方法の評価、検討を行います。 

   すべての事例は、〔様式５（Ｐ．３６）〕「学校でのアレルギー疾患対応事例に関

する報告」及び〔様式６（Ｐ．３７）〕「学校給食における食物アレルギー対応ヒヤ

リハット事例報告」により市町村教育委員会等にも報告します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対応レベル 

◆レベル１＜詳細な献立表対応＞ 

給食の原材料を詳細に記した献立表を事前に配布し、それをもとに保護

者や担任などの指示又は児童生徒自身の判断で、給食から原因食品を除い

て食べる対応。詳細な献立表の作成と配布は学校給食対応の基本であり、

レベル２以上の対応でも、あわせて提供すること。 

詳細な献立表の例は、Ｐ．２８の〔資料２〕を御覧ください。 

◆レベル２＜弁当対応＞ 

（一部弁当対応） 

除去又は代替食対応において、当該献立が給食の中心的献立、かつそ

の代替提供が給食で困難な場合、その献立に対してのみ部分的に弁当を

持参する。  

（完全弁当対応） 

食物アレルギー対応が困難なため、すべて弁当持参する。 

◆レベル３＜除去食対応＞ 

   原因食物を給食から除いて提供する給食を指す。 

◆レベル４＜代替食対応＞ 

   除去した食物に対して何らかの食材を代替して提供する給食を指す。 

 

○誤食 

アレルギーの原因となる食品を誤って食べること。 

 

○誤配 

調理や配膳、配送の過程でアレルギーの原因となる食材が入っている食品

が誤って配膳されること。 

 

○必要最小限の除去：※学校では完全除去が基本 

食べると症状がでる食物だけを最小限に除去すること。 

給食対応の基礎用語給食対応の基礎用語給食対応の基礎用語給食対応の基礎用語 
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学校給食調理従事者研修マニュアル（平成 24 年 3 月文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課）    

 

◆作業工程表作成のポイント 

・必ず事前に作成する。 

・調理員と綿密な打合せを行い共通理解を図る。 

・普通食の作業工程表の中に対応食の作業工程についても明記する。 

・いつ、どこで、誰が、何に気をつけて（混入・誤配等）作業するか明記する。 

・途中で取り分ける料理についても明記する。 

〔資料１－１〕 
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◆作業動線図作成のポイント 

・必ず事前に作成する。 

・普通食の作業動線図の中に対応食の作業動線についても明記する。 

・対応食の食材は、普通食の動線と分けてわかるように明記する。 

・対応食を調理する場所を明記する。 

・混入が心配される場所について明記し、注意を促す。 

学校給食調理従事者研修マニュアル（平成 24 年 3 月文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課）    

〔資料１－２〕 
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※資料２の「アレルギー表示対象品目」についての参考資料 

 

 

アレルギー物質を含む食品に関する表示について(平成 25 年 9 月 20 日付け消食表第 257 号 ) 

  

 

アレルギー物質を含む食品に関する表示指導要領（抜粋） 

 

第１ アレルギー物質を含む食品に関する表示の基準  

１ 表示の概要  

（１）食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、特に発症

数、重篤度から勘案して表示する必要性の高い食品（以下「特定原材料」という。）

を食品衛生法第 19 条第１項の規定に基づく表示の基準に関する内閣府令（平成

23 年内閣府令第 45 号。以下「表示基準府令」という。）別表第４に掲げ、これら

を含む加工食品については、表示基準府令に定めるところにより当該特定原材料

を含む旨を記載しなければならない。  

（後略） 

 

２ 表示の対象  

（１）特定原材料  

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、特に発症

数、重篤度から勘案して表示する必要性の高いものを表示基準府令において特定

原材料として定め、次の７品目の表示を義務付けている。 

 

 

 

（２）特定原材料に準ずるもの  

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、症例数や

重篤な症状を呈する者の数が継続して相当数みられるが、特定原材料に比べると

少ないものを特定原材料に準ずるものとして、次の 20 品目を原材料として含む加

工食品については、当該食品を原材料として含む旨を可能な限り表示するよう努

めることとする。 

 

 

 

 

（後略） 

 

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生 

あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キウイフルーツ、牛肉、

くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、

ゼラチン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 各種様式 
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〔様式１〕（表面）〔様式１〕（表面）〔様式１〕（表面）〔様式１〕（表面） 
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（裏面）（裏面）（裏面）（裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

33 

 

〔様式２〔様式２〔様式２〔様式２〕〕〕〕    

個別の取り組みプラン個別の取り組みプラン個別の取り組みプラン個別の取り組みプラン（食物アレルギー以外）（例）（食物アレルギー以外）（例）（食物アレルギー以外）（例）（食物アレルギー以外）（例）    

                               作成日  年  月  日 

 

学校における日常の取り組み及び緊急時の対応に活用するため、記載された内容を教職員全員

で共有することに同意します。 

               平成  年  月  日   保護者名        印 

（  ）年（  ）組（  ）番  

 

  名前（            ） 性別（  ） 

生年月日 平成   年   月   日生 

園長・学校長印 
 

保護者印 
 

基礎疾患又は 

原因物質 

 

 

 

発症時の症状 

アナフィラキシーの有無  □あり   □なし 

発症時の症状 

 

緊急時の対応 

□保護者に連絡する  □救急車要請  □処方薬あり  □その他 

詳細 

 

 

薬剤使用時の 

留意事項 

使用薬剤  

管理方法 □本人（保管場所：       ）□その他（       ） 

使用上の 

留意点 

 

 

 

 

 

 

学校生活における

留意点 

 

 

＜給食＞ 

 

 

＜食物・食材を扱う授業・活動＞ 

 

 

＜運動（体育・部活動等）＞ 

 

 

＜宿泊を伴う校外活動＞  

 

 

＜その他＞ 
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                                      〔様式３〕〔様式３〕〔様式３〕〔様式３〕    

個別の取り組みプラン（食物アレルギー個別の取り組みプラン（食物アレルギー個別の取り組みプラン（食物アレルギー個別の取り組みプラン（食物アレルギー）（例））（例））（例））（例）    

                               作成日  年  月  日 

 

学校における日常の取り組み及び緊急時の対応に活用するため、記載された内容を教職員全員

で共有することに同意します。 

               平成  年  月  日   保護者名        印 

（  ）年（  ）組（  ）番  

 

  名前（            ） 性別（  ） 

生年月日 平成   年   月   日生 

園長・学校長印  

調理場長印  

保護者印  

食物アレルギー食物アレルギー食物アレルギー食物アレルギー    

の病型の病型の病型の病型    

※学校生活管理指導表より該当するもの 

□即時型  □口腔アレルギー症候群  □食物依存性運動誘発アナフィラキシー 

原因食品 （１） （２） （３） 

発症時の症状    

頻  度 必ず・ほとんど・時々 必ず・ほとんど・時々 必ず・ほとんど・時々 

アナフィラキシー 

既往歴 
 有  ・  無 

 

緊急時の処方薬 

薬  剤 管理方法 

□内服薬（薬剤名：     ） □本人（保管場所   ）□その他（   ） 

□「エピペン○Ｒ」（アドレナリン自己注射薬） □本人（保管場所   ）□その他（   ） 

□その他（         ） □本人（保管場所   ）□その他（   ） 

薬剤使用時の 

留意事項 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活における

留意点 

 

 

＜給食＞ 

 

 

＜食物・食材を扱う授業・活動＞ 

 

 

＜運動（体育・部活動等）＞ 

 

 

＜宿泊を伴う校外活動＞ 

 

 

＜その他＞ 

 

 



 

35 

 

  〔様式４〕〔様式４〕〔様式４〕〔様式４〕 

                          平成  年  月  日 

         消防署長 様 

                     学校名              

                     校長名            印 

 

緊急時の連携について（依頼） 

 

下記の児童生徒について、緊急時の対応に御配慮いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 対象児童生徒名            性別（  ）  

生年月日（平成  年  月  日） 

２ 保護者名 

 

３ 住  所 

 

４ 電話番号 

 

５ 緊急連絡先 ① 

        ② 

 

６ 児童生徒の状況について 

 ①診断名 

 

 ②かかりつけ医療機関 

  医療機関名                    （       ）科 

   

主治医名 

 

住  所 

 

電話番号 

 

 ③児童生徒の状況 

 

７ 特記事項 

 

 

 

 

保護者の承諾について 

 上記の緊急時連絡の依頼について、承諾いたします。 

                 保護者名             印 
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 〔様式５〕〔様式５〕〔様式５〕〔様式５〕 

平成○○年度 学校でのアレルギー疾患対応事例に関する報告 

学校名       立        学校    

記入者職・氏名       ・         電話          

対象児童生徒対象児童生徒対象児童生徒対象児童生徒            年年年年        組組組組    名前名前名前名前                                    （男・女）（男・女）（男・女）（男・女）    

アレルギーの既往アレルギーの既往アレルギーの既往アレルギーの既往        なし・あり（なし・あり（なし・あり（なし・あり（                                    ））））    

エピペンの所持エピペンの所持エピペンの所持エピペンの所持            なし・ありなし・ありなし・ありなし・あり    

いついついついつ    例）４月１日 １２時５０分ごろ（昼休み） 

 

        月月月月        日日日日        時時時時            分ごろ分ごろ分ごろ分ごろ    （（（（                    時間目等）時間目等）時間目等）時間目等）    

どこでどこでどこでどこで    

（教室・学級菜園等）（教室・学級菜園等）（教室・学級菜園等）（教室・学級菜園等）    

    

例）運動場 

 

何をしてる時に何をしてる時に何をしてる時に何をしてる時に    

（活動の内容）（活動の内容）（活動の内容）（活動の内容）    

    

例）給食後、おにごっこをしていた時 

 

どのような症状のため、どのような症状のため、どのような症状のため、どのような症状のため、

どうしたかどうしたかどうしたかどうしたか    

    

例１）顔が赤くなり、口唇が腫れてきた。しばらくすると「しんど
い」と訴え、呼吸も苦しくなってきたため、念のため病院受
診した。 

例２）アレルギーの既往があり、アナフィラキシー状態と判断した
ため、救急車を要請した。エピペンを所持していたが判断に
迷い打てなかった。 

 

 

経過経過経過経過    

（結果、どうなったか）（結果、どうなったか）（結果、どうなったか）（結果、どうなったか）    

例１）緊急搬送先に指定されていた病院を受診し、点滴治療を受け、
帰宅した。その後、経過良好である。 

例２）アナフィラキシーショックになる前に、救急車が到着し病院
に搬送された。病院で治療を受け、経過良好である。 

 

 

今回の原因物質今回の原因物質今回の原因物質今回の原因物質    原因不明 ・ 原因有り（             ） 

改善すべき点、反省等、

今後、考慮すべきこと 

 

 

例１）消防との連絡をとれていなかったので、救急車を要請すると
きに詳しく事情を説明しなければならなかった。 

例２）エピペンの保管場所が周知できておらず、探すのに時間がか
かり、救急車が到着するまでに打てなかった。    

    

    

※対応事例がなかった場合は○を※対応事例がなかった場合は○を※対応事例がなかった場合は○を※対応事例がなかった場合は○をつけてください。（つけてください。（つけてください。（つけてください。（            ））））    
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                                 〔様式６〕〔様式６〕〔様式６〕〔様式６〕 

    

 

学校名         立          学校 

記入者職・氏名       ・           

 

発生日時等 

平成   年   月   日    時   分頃 

□ 検収時 

□ 調理作業時 

□ 配送、配膳時 

□ その他（                  ） 

＊該当するものに☑してください。 

場所 

□ 給食調理室 

□ 教室 

□ その他（                  ） 

＊該当するものに☑してください。 

起こった内容 

例）中華スープの卵を入れる前に、除去食対応分を取り分けるのを忘れて給

食を仕上げてしまった。 

起こった原因 

例）作業工程表、作業動線図に除去食対応の記載がもれていた。 

再発防止策 

例）普通食と対応食の作業を１枚の調理指示書、作業工程表、作業動線図等

に明記し、事前に綿密な打合せを行い、確認をきちんとする。また、担

当者を決めておく。 

    

※上記内容について、事故が起こった場合は、〔様式５〕「平成○○年度学校でのアレルギー※上記内容について、事故が起こった場合は、〔様式５〕「平成○○年度学校でのアレルギー※上記内容について、事故が起こった場合は、〔様式５〕「平成○○年度学校でのアレルギー※上記内容について、事故が起こった場合は、〔様式５〕「平成○○年度学校でのアレルギー

疾患対応事例報告」も併せて提出してください。疾患対応事例報告」も併せて提出してください。疾患対応事例報告」も併せて提出してください。疾患対応事例報告」も併せて提出してください。    

平成○○年度学校給食における食物アレルギー対応ヒヤリハット事例報告平成○○年度学校給食における食物アレルギー対応ヒヤリハット事例報告平成○○年度学校給食における食物アレルギー対応ヒヤリハット事例報告平成○○年度学校給食における食物アレルギー対応ヒヤリハット事例報告    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 文部科学省関連通知等 
 



A00132
タイプライターテキスト
39



A00132
タイプライターテキスト
40



A00132
タイプライターテキスト
41



A00132
タイプライターテキスト
42



A00132
タイプライターテキスト
43



A00132
タイプライターテキスト
44



A00132
タイプライターテキスト
45



A00132
タイプライターテキスト
46



A00132
タイプライターテキスト
47



A00132
タイプライターテキスト
48



A00132
タイプライターテキスト
49



A00132
タイプライターテキスト
50



A00132
タイプライターテキスト
51



A00132
タイプライターテキスト
52



A00132
タイプライターテキスト
53



A00132
タイプライターテキスト
54



A00132
タイプライターテキスト
55



腐

A00132
タイプライターテキスト
56



θǚχ29慼蛬盗削採砕傘宙譖搨溺昨盡熹昨冴薩腰仔鴫識子実檮睛燦C擦彩冴®コ転耨昨
盆綰鯖29慼昨林漣艹削採砕傘糸史紫屍㎏1燦甓尤裁腰6162ɚ削謦冏際傘流04歳盻ギ
埼再傘祭碕甑

θǜχa磧迯檮睛昨髭曚燦噪傘冴薩腰G鼬ɚ作仔詩鴫試式執G滕蝙梺わθ坤嗣侍時執屨 墾䐢
昨砺ぁ燦透際冴薩昨乕18燦）載傘碕碕雑削腰旄餮昨w靭削睛載冴擁㎏っX爾誌自仔
識昨豺賠歳濁療靭埼再傘祭碕甑

θĄχ讙テ輸逃k昨札作晒剤腰諭₂輸逃k腰⒅搨㎏輸っ昨濮熏哉輸逃k歳蒜〛ィゖ燦莵
榊崎慼P仔鴫識子実檮睛削疆冴傘祭碕歳裴ギ埼再三腰輸逃k戻腰輸逃㎏輸戻昨’蟷
典奉昨├43っ削昧薩傘冊済祭碕甑Y削腰椌サ⑪昨滲か闌鯖旄餮っ削採哉崎腰坿娵昨
諭₂㎏輸っ碕昨’蟷歳噤飫作坿娵削檮裁崎朔腰林楯暑燔p讙テ憖佻抵削採哉崎腰熏
娵ɚ作’蟷典奉昨├43燦禍薩傘作鷺腰盻ギ作謚蝠燦⊕妻冊済祭碕甑

ǘ 楯暑燔p質滲癒か闌讙テ憖佻抵削採砕傘檮睛
θǖχ旄餮削採砕傘仔鴫識子実檮睛削肴哉崎昨跏塁磽昨軛1/5

会旄餮削採砕傘慼P仔鴫識子実檮睛削肴哉崎朔腰坤姉使詩鹿使執墾鯖坤っX莉棡←墾
燦㌱ぁ裁作歳晒腰輸逃k歳蒜〛ィゖ燦莵榊崎檮睛削疆冴傘祭碕歳裴ギ埼再傘祭碕
削肴哉崎腰讙テ憖佻抵不昨蒜〛Xミ昨雑碕削腰罪昨蘿禍燦噪傘祭碕甑
解旄餮輸逃k腰諭₂輸逃k腰⒅搨㎏輸っ昨輸逃k碕暼鑢ɚ削誘た昨寢燦こ砕腰っ不
昨旄餮昨ツX寢っ昨跖こ豺賠鯖朝佻盆18腰擦冴腰仔鴫識子実昨再傘姫ヘブ癨昨筮
寤削肴哉崎腰輸逃k戻埼蒜鐚裁作歳晒腰彬典ɚ作仔鴫識子実檮睛削肴哉崎腰瀧暼
昨莉酖燦1/5際祭碕甑

θǘχ仔鴫識子実檮九昨€毒抵昨髭曚
会仔鴫識子実檮九昨€毒抵っ削肴哉崎腰瀧暼昨ョ燦:鴇裁肴肴腰っXへ鯖讙ョ腰揜
つ讙ョ腰餃揜讙ョ腰ツX佻腰罪昨直29慼輸逃k作鷺腰へⅺ削輸撒晒剤腰廟讙へ佻
歳仔鴫識子実檮睛削肴哉崎旄鮭㎏抵燦蛬盗際傘祭碕甑擦冴腰祭参晒昨流04削6162
磽燦莵冴在傘冴薩腰っXへ€毒鯖擁㎏っX€毒削哲18沈砕傘作鷺昨溷彿燦際傘祭
碕甑
解旄餮邑哲埼昨餮不€毒昨曚跖燦禍薩傘碕碕雑削腰罪参晒€毒抵匙昨）澑㌪卽っ削
肴哉崎誘本際傘祭碕甑

θǚχ罪昨直
会仔鴫識子実檮睛昨髭曚昨冴薩削腰亦霙ɚ作29慼っX昨圻三跏鯖腰ツX寢昨豺賠θ跖
こ豺賠鯖朝佻っχ腰餃揜讙ョ昨盆18荐彳昨跏九っ削肴哉崎鶺ヹ際傘祭碕甑

せ嚔コ旄餮腰45コ旄餮削採哉崎朔腰林こ18k昨墓贖削皿三腰盻ギ削睛載崎腰琢削蚣砦
傘苗コ旄餮削採砕傘檮睛不杞削╪載崎流三膾妻雑昨碕際傘祭碕甑

ǚ 旄餮削採砕傘檮睛
θǖχ旄餮削採砕傘仔鴫識子実檮睛昨典奉豺賠削肴哉崎

会旄餮埼昨っX燦ー薩傘仔鴫識子実昨姫ヘブ癨削檮裁崎朔腰坤姉使詩鹿使執墾削嫻
咲済腰旄餮ブ㌱っX莉棡←昨蛬箆燦盻姒削際傘碕哉妻縫蛬昨雑碕腰っXへ燦嘆盪
削腰餮不昨跖こ豺賠鯖朝佻盆18燦C擦彩腰彬典ɚ作仔鴫識子実檮睛削肴哉崎瀧暼
昨跏酖燦暼薩傘祭碕甑
解餮不昨仔鴫識子実檮睛削疆冴榊崎朔腰Y暼昨へ佻削潰在剤削腰餮不憖佻抵燦こ砕
崎04れɚ削檮睛際傘祭碕甑彬典ɚ削朔腰
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Ⅹ 関係法規 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



 

 

アレルギー疾患対策基本法アレルギー疾患対策基本法アレルギー疾患対策基本法アレルギー疾患対策基本法    

（平成二十六年六月二十七日法律第九十八号）（平成二十六年六月二十七日法律第九十八号）（平成二十六年六月二十七日法律第九十八号）（平成二十六年六月二十七日法律第九十八号） 

 

 

最終改正：平成二六年六月一三日法律第六七号 

 

 

 第一章 総則（第一条―第十条） 

 第二章 アレルギー疾患対策基本指針等（第十一条―第十三条） 

 第三章 基本的施策 

  第一節 アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減（第十四条・第十五条） 

  第二節 アレルギー疾患医療の均てん化の促進等（第十六条・第十七条） 

  第三節 アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上（第十八条） 

  第四節 研究の推進等（第十九条） 

  第五節 地方公共団体が行う基本的施策（第二十条） 

 第四章 アレルギー疾患対策推進協議会（第二十一条・第二十二条） 

 附則 

   第一章第一章第一章第一章    総則総則総則総則  

（目的） 

第一条第一条第一条第一条  この法律は、アレルギー疾患を有する者が多数存在すること、アレルギー疾患には急激な症状

の悪化を繰り返し生じさせるものがあること、アレルギー疾患を有する者の生活の質が著しく損なわ

れる場合が多いこと等アレルギー疾患が国民生活に多大な影響を及ぼしている現状及びアレルギー疾

患が生活環境に係る多様かつ複合的な要因によって発生し、かつ、重症化することに鑑み、アレルギ

ー疾患対策の一層の充実を図るため、アレルギー疾患対策に関し、基本理念を定め、国、地方公共団

体、医療保険者、国民、医師その他の医療関係者及び学校等の設置者又は管理者の責務を明らかにし、

並びにアレルギー疾患対策の推進に関する指針の策定等について定めるとともに、アレルギー疾患対

策の基本となる事項を定めることにより、アレルギー疾患対策を総合的に推進することを目的とする。  

（定義） 

第二条第二条第二条第二条  この法律において「アレルギー疾患」とは、気管支ぜん息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性

鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、食物アレルギーその他アレルゲンに起因する免疫反応による人

の生体に有害な局所的又は全身的反応に係る疾患であって政令で定めるものをいう。  

（基本理念） 

第三条第三条第三条第三条  アレルギー疾患対策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。  

一一一一  アレルギー疾患が生活環境に係る多様かつ複合的な要因によって発生し、かつ、重症化することに

鑑み、アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減に資するため、第三章に定める基本的施策その

他のアレルギー疾患対策に関する施策の総合的な実施により生活環境の改善を図ること。  
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二二二二  アレルギー疾患を有する者が、その居住する地域にかかわらず等しく科学的知見に基づく適切なア

レルギー疾患に係る医療（以下「アレルギー疾患医療」という。）を受けることができるようにする

こと。  

三三三三  国民が、アレルギー疾患に関し、適切な情報を入手することができるとともに、アレルギー疾患に

かかった場合には、その状態及び置かれている環境に応じ、生活の質の維持向上のための支援を受け

ることができるよう体制の整備がなされること。  

四四四四  アレルギー疾患に関する専門的、学際的又は総合的な研究を推進するとともに、アレルギー疾患の

重症化の予防、診断、治療等に係る技術の向上その他の研究等の成果を普及し、活用し、及び発展さ

せること。  

（国の責務） 

第四条第四条第四条第四条  国は、前条の基本理念（次条において「基本理念」という。）にのっとり、アレルギー疾患対

策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。  

（地方公共団体の責務） 

第五条第五条第五条第五条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、アレルギー疾患対策に関し、国との連携を図りつつ、

自主的かつ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定し、及び実施するよう努めなければならな

い。  

（医療保険者の責務） 

第六条第六条第六条第六条  医療保険者（介護保険法（平成九年法律第百二十三号）第七条第七項に規定する医療保険者を

いう。）は、国及び地方公共団体が講ずるアレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減に関する啓

発及び知識の普及等の施策に協力するよう努めなければならない。  

（国民の責務） 

第七条第七条第七条第七条  国民は、アレルギー疾患に関する正しい知識を持ち、アレルギー疾患の重症化の予防及び症状

の軽減に必要な注意を払うよう努めるとともに、アレルギー疾患を有する者について正しい理解を深

めるよう努めなければならない。  

（医師等の責務） 

第八条第八条第八条第八条  医師その他の医療関係者は、国及び地方公共団体が講ずるアレルギー疾患対策に協力し、アレ

ルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減に寄与するよう努めるとともに、アレルギー疾患を有する

者の置かれている状況を深く認識し、科学的知見に基づく良質かつ適切なアレルギー疾患医療を行う

よう努めなければならない。  

（学校等の設置者等の責務） 

第九条第九条第九条第九条  学校、児童福祉施設、老人福祉施設、障害者支援施設その他自ら十分に療養に関し必要な行為

を行うことができない児童、高齢者又は障害者が居住し又は滞在する施設（以下「学校等」という。）

の設置者又は管理者は、国及び地方公共団体が講ずるアレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減

に関する啓発及び知識の普及等の施策に協力するよう努めるとともに、その設置し又は管理する学校

等において、アレルギー疾患を有する児童、高齢者又は障害者に対し、適切な医療的、福祉的又は教

育的配慮をするよう努めなければならない。  

（法制上の措置等） 
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第十条第十条第十条第十条  政府は、アレルギー疾患対策を実施するため必要な法制上又は財政上の措置その他の措置を講

じなければならない。  

   第二章第二章第二章第二章    アレルギー疾患対策基本指針等アレルギー疾患対策基本指針等アレルギー疾患対策基本指針等アレルギー疾患対策基本指針等  

（アレルギー疾患対策基本指針の策定等） 

第十一条第十一条第十一条第十一条  厚生労働大臣は、アレルギー疾患対策の総合的な推進を図るため、アレルギー疾患対策の推

進に関する基本的な指針（以下「アレルギー疾患対策基本指針」という。）を策定しなければならな

い。  

２２２２  アレルギー疾患対策基本指針は、次に掲げる事項について定めるものとする。  

一一一一  アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な事項  

二二二二  アレルギー疾患に関する啓発及び知識の普及並びにアレルギー疾患の予防のための施策に関する

事項  

三三三三  アレルギー疾患医療を提供する体制の確保に関する事項  

四四四四  アレルギー疾患に関する調査及び研究に関する事項  

五五五五  その他アレルギー疾患対策の推進に関する重要事項  

３３３３  厚生労働大臣は、アレルギー疾患対策基本指針を策定しようとするときは、あらかじめ、関係行政

機関の長に協議するとともに、アレルギー疾患対策推進協議会の意見を聴くものとする。  

４４４４  厚生労働大臣は、アレルギー疾患対策基本指針を策定したときは、遅滞なく、これをインターネッ

トの利用その他適切な方法により公表しなければならない。  

５５５５  厚生労働大臣は、適時に、アレルギー疾患対策基本指針に基づくアレルギー疾患対策の効果に関す

る評価を行い、その結果をインターネットの利用その他適切な方法により公表しなければならない。  

６６６６  厚生労働大臣は、アレルギー疾患医療に関する状況、アレルギー疾患を有する者を取り巻く生活環

境その他のアレルギー疾患に関する状況の変化を勘案し、及び前項の評価を踏まえ、少なくとも五年

ごとに、アレルギー疾患対策基本指針に検討を加え、必要があると認めるときには、これを変更しな

ければならない。  

７７７７  第三項及び第四項の規定は、アレルギー疾患対策基本指針の変更について準用する。  

（関係行政機関への要請） 

第十二条第十二条第十二条第十二条  厚生労働大臣は、必要があると認めるときは、関係行政機関の長に対して、アレルギー疾患

対策基本指針の策定のための資料の提出又はアレルギー疾患対策基本指針において定められた施策で

あって当該行政機関の所管に係るものの実施について、必要な要請をすることができる。  

（都道府県におけるアレルギー疾患対策の推進に関する計画） 

第十三条第十三条第十三条第十三条  都道府県は、アレルギー疾患対策基本指針に即するとともに、当該都道府県におけるアレル

ギー疾患を有する者に対するアレルギー疾患医療の提供の状況、生活の質の維持向上のための支援の

状況等を踏まえ、当該都道府県におけるアレルギー疾患対策の推進に関する計画を策定することがで

きる。  

   第三章第三章第三章第三章    基本的施策基本的施策基本的施策基本的施策  
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     第一節第一節第一節第一節    アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減  

（知識の普及等） 

第十四条第十四条第十四条第十四条  国は、生活環境がアレルギー疾患に及ぼす影響に関する啓発及び知識の普及、学校教育及び

社会教育におけるアレルギー疾患の療養に関し必要な事項その他のアレルギー疾患の重症化の予防及

び症状の軽減の適切な方法に関する教育の推進その他のアレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽

減に関する国民の認識を深めるために必要な施策を講ずるものとする。  

（生活環境の改善） 

第十五条第十五条第十五条第十五条  国は、アレルギー疾患の重症化の予防及び症状の軽減に資するよう、大気汚染の防止、森林

の適正な整備、アレルギー物質を含む食品に関する表示の充実、建築構造等の改善の推進その他の生

活環境の改善を図るための措置を講ずるものとする。  

    第二節第二節第二節第二節    アレルギー疾患医療の均てん化の促進等アレルギー疾患医療の均てん化の促進等アレルギー疾患医療の均てん化の促進等アレルギー疾患医療の均てん化の促進等  

（専門的な知識及び技能を有する医師その他の医療従事者の育成） 

第十六条第十六条第十六条第十六条  国は、アレルギー疾患に関する学会と連携協力し、アレルギー疾患医療に携わる専門的な知

識及び技能を有する医師、薬剤師、看護師その他の医療従事者の育成を図るために必要な施策を講ず

るものとする。  

（医療機関の整備等） 

第十七条第十七条第十七条第十七条  国は、アレルギー疾患を有する者がその居住する地域にかかわらず等しくそのアレルギー疾

患の状態に応じた適切なアレルギー疾患医療を受けることができるよう、専門的なアレルギー疾患医

療の提供等を行う医療機関の整備を図るために必要な施策を講ずるものとする。  

２２２２  国は、アレルギー疾患を有する者に対し適切なアレルギー疾患医療が提供されるよう、国立研究開

発法人国立成育医療研究センター、独立行政法人国立病院機構の設置する医療機関であって厚生労働

大臣が定めるもの、前項の医療機関その他の医療機関等の間における連携協力体制の整備を図るため

に必要な施策を講ずるものとする。  

    第三節第三節第三節第三節    アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上  

第十八条第十八条第十八条第十八条  国は、アレルギー疾患を有する者の生活の質の維持向上が図られるよう、アレルギー疾患を

有する者に対する医療的又は福祉的援助に関する専門的な知識及び技能を有する保健師、助産師、管

理栄養士、栄養士、調理師等の育成を図るために必要な施策を講ずるものとする。  

２２２２  国は、アレルギー疾患を有する者に対しアレルギー疾患医療を適切に提供するための学校等、職場

等と医療機関等との連携協力体制を確保すること、学校等の教員又は職員、事業主等に対するアレル

ギー疾患を有する者への医療的、福祉的又は教育的援助に関する研修の機会を確保すること、アレル

ギー疾患を有する者及びその家族に対する相談体制を整備すること、アレルギー疾患を有する者につ

いての正しい理解を深めるための教育を推進することその他のアレルギー疾患を有する者の生活の質

の維持向上のために必要な施策を講ずるものとする。  
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    第四節第四節第四節第四節    研究の推進等研究の推進等研究の推進等研究の推進等  

第十九条第十九条第十九条第十九条  国は、アレルギー疾患の本態解明、革新的なアレルギー疾患の予防、診断及び治療に関する

方法の開発その他のアレルギー疾患の罹患率の低下並びにアレルギー疾患の重症化の予防及び症状の

軽減に資する事項についての疫学研究、基礎研究及び臨床研究が促進され、並びにその成果が活用さ

れるよう必要な施策を講ずるものとする。  

２２２２  国は、アレルギー疾患医療を行う上で特に必要性が高い医薬品、医療機器及び再生医療等製品の早

期の医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和三十五年法律第百四

十五号）の規定による製造販売の承認に資するよう、その治験が迅速かつ確実に行われる環境の整備

のために必要な施策を講ずるものとする。  

    第五節第五節第五節第五節    地方公共団体が行う基本的施策地方公共団体が行う基本的施策地方公共団体が行う基本的施策地方公共団体が行う基本的施策  

第二十条第二十条第二十条第二十条  地方公共団体は、国の施策と相まって、当該地域の実情に応じ、第十四条から第十八条まで

に規定する施策を講ずるように努めなければならない。  

   第四章第四章第四章第四章    アレルギー疾患対策推進協議会アレルギー疾患対策推進協議会アレルギー疾患対策推進協議会アレルギー疾患対策推進協議会  

第第第第二十一条二十一条二十一条二十一条  厚生労働省に、アレルギー疾患対策基本指針に関し、第十一条第三項（同条第七項におい

て準用する場合を含む。）に規定する事項を処理するため、アレルギー疾患対策推進協議会（次条に

おいて「協議会」という。）を置く。  

第二十二条第二十二条第二十二条第二十二条  協議会の委員は、アレルギー疾患を有する者及びその家族を代表する者、アレルギー疾患

医療に従事する者並びに学識経験のある者のうちから、厚生労働大臣が任命する。  

２２２２  協議会の委員は、非常勤とする。  

３３３３  前二項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、政令で定める。  

 

   附附附附    則則則則    抄抄抄抄 

（施行期日） 

第一条第一条第一条第一条  この法律は、公布の日から起算して一年六月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。ただし、附則第三条の規定は、独立行政法人通則法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

法律の整備に関する法律（平成二十六年法律第六十七号）の公布の日又はこの法律の公布の日のいず

れか遅い日から施行する。  

 

   附附附附    則則則則    （平成二六年六月一三日法律第六七号）（平成二六年六月一三日法律第六七号）（平成二六年六月一三日法律第六七号）（平成二六年六月一三日法律第六七号）    抄抄抄抄 

（施行期日） 

第一条第一条第一条第一条  この法律は、独立行政法人通則法の一部を改正する法律（平成二十六年法律第六十六号。以下

「通則法改正法」という。）の施行の日から施行する。  
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参考・引用資料参考・引用資料参考・引用資料参考・引用資料    

 

 

◇ 学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン 

    （平成２０年３月：（公財）日本学校保健会  

監修 スポーツ・青少年局学校健康教育課） 

 

◇ 学校給食における食物アレルギー対応指針 

    （平成２７年３月：文部科学省） 

 

◇ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル 

（平成２５年７月：東京都健康安全研究センター） 

 

◇ 学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル 

    （平成２５年３月：兵庫県教育委員会） 

 

◇ 学校における食物アレルギー対応マニュアル 

    （平成２５年９月：群馬県教育委員会 監修 群馬県医師会） 

 

◇ 学校における食物アレルギー対応の進め方 

    （平成２６年１１月：北海道教育委員会） 

 

◇ 調布市立学校児童死亡事故検証結果報告書 

    （平成２５年３月：調布市学校児童死亡事故検証委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校におけるアレルギー疾患対応指針学校におけるアレルギー疾患対応指針学校におけるアレルギー疾患対応指針学校におけるアレルギー疾患対応指針    

平成２８年３月 発行 

和歌山県教育庁学校教育局健康体育課 

〒640－8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


